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広領域／全球 NHM の 開発 一 気象庁全球解析か らの ネス ト
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1
（財）地 球 科学技 術 総 合推進機構，

2
気象庁数値予報課

　平成 14年度か ら始 ま っ て い る文部科学省の 「人 ・自

然 ・地 球共 生 プ ロ ジ ェ ク ト」 に は、温暖化予測 「日本

モ デル 」 ミ ッ シ ョ ン の課題の
一

つ と し て 「高精度 ・高

分解能気候 モ デル の 開発」 が ある 。 （財）地球科学技術

総合推進機構は、気象庁 （気象研究所と予報部数値予

報課）な ど と共同 で、高解像度全球 モ デル の 開発 と雲

解像大気モ デル の 開発に取 り組ん で い る 。 前者 に つ い

て は、気象庁全球ス ペ ク トル モ デ ル をベ ース に 開発が

進ん で お り、また、後者につ い て は、気象庁非静力学

モ デル （NHM ）をベ ース と し た広域を予報対象 とす る

非静力学 モ デルの 開発が進ん で お り、2002年 8月から

地球 シ ミュ レータ の 利用 も開始 して い る。

　NHM は 地図投影法を モ デル 実行時に選択で き る よ

うに設計されてお り、3種類 の 等角投影法 （Polar　Stere
ographie ，　Lambert ， 及び Mercator投影法）が実装され

て い た 。 あまり広 くない計算領域 （例え ば現在 NHM が

よ く用 い られ る日本周辺領域程度 の 計算領域）であれ

ば、こ れ らの投影法を用 い て も問題 は生じ ない が 、 例

えば、地球規模 の 計算領域 に対 して は こ れ らの 投影法

は使え ない 。 前回の講演で は 現在よ り広い （例えば全球

域 の ）計算領域に 対 して も NHM を将来的 に は用 い る

可能性が有る事 を視野 に 入れ、円筒正距 （Cylindrical

Equidistant；　CE ）投影法を新た に NHM に 実装した こ

とを報告した （2003 年度秋季大会：予稿集 A205）。　 CE

投影法 に よ る格子系 はい わゆ る等緯経度格子 と同等 で

あ り、Mercator投影法で は 困難 な 高緯度を計算領域に

含む事 がで き る。前 回 は CE 投影法を用 い た 日本周辺

領域 の テス ト計算の 結果 に つ い て 報告 した 。 今 回 は気

象庁全球解析 （GANAL ）か らの ネス トの ための モ デル

前処理 （初期値 ・境界値作成）ツ
ー

ルを新たに作成 し、

初期値 ・境界値に GANAL を用 い た 高緯度領域を 含 む

広領域 NHM の テ ス ト計算 を行な っ たの で 報告す る 。

　テ ス ト計算は緯度 80S〜80N 、経度 60E 〜140W の半

球程度を覆う領域を対象 と して水平解像度 O．5 度で 実

行 した。水平解像度 O．5度なの で、格子幅は赤道域 で は

約 56km 、緯度 80 度で の 経度方 向の 格子幅 は 約 10km

で あ る 。 ネ ス トに際して は大気の変数だけで な く、SST

や地中温度等 も GANAL の SST 解析や陸面解析等か

らネ ス ト し て い る 。 そ の 他の 計算条件の 概要は表 1 に

ま と め た 。 図 1 に 24 時間 予報の （上）海面更正 気圧 と

（下）予想衛星赤外画像 （た だ し視点 は 無 限遠）を示す。

こ の テ ス ト計算の 設定 で は NHM は 多少雲 を 作 り過 ぎ

て い る傾向が見 られたが、大きな ス ケール の 構造はお

お む ね 良 く表現 で きて い る よ うで ある。今後は周期境界

条件 の 再実装や 特異点 （極点）の 特別扱 い の 処理の 実装

等、広領域／全球 NHM の 開発を継続する予定である 。

表 1： 計算条件の概要

投影法 CE 投影法 （標準緯度 0
°
）

計算領域 60E 〜140W
，
80S 〜80N

格子数 321 × 321 × 40

水平 ・鉛直解像度 0．5Q
，
40 〜1180　m

時間積分法 1eapfro9 法 （ムオ暮30 秒）
音波 ・重力波 sprit −expricit 法 （HBVI 法）

移流 フ ラ ッ クス 形式 4 次

積雲対流 Kain −Fritschス キ
ーム

初期値 GANAI ．

境界値 GANAL
，
6 時間間隔

初期時刻 2002 年 7 月 9 日 00UTC
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図 1： 2002年 7 月 9 日 00UTC 初期値の 24 時間予報

　に よる （上）海面更正気圧 と （下）予想 衛星赤外画像

　（ただし視点は無限遠）。
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